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呉
信
用
金
庫
（
大

年
健
二
理
事
長
）
は

４
月
２
日
、
庫
内
に

事
務
処
理
専
門
の
一

〇
〇
％
出
資
子
会
社

「
く
れ
し
ん
オ
フ
ィ

ス
サ
ー
ビ
ス
�株
」
を

設
立
し
た
。
事
務
の

効
率
化
に
加
え
、
同

金
庫
の
定
年
退
職
者

に
対
す
る
再
雇
用
や

雇
用
延
長
の
受
け
皿

に
す
る
目
的
も
あ
る
。

同
金
庫
は
０
５
年

１０
月
に
本
支
店
の
営

業
時
間
を
４
時
半
ま

で
延
長
。
事
務
本
部

内
に
集
中
一
課
〜
四
課
を
設
け
、
支
店
・

出
張
所
の
事
務
を
集
中
さ
せ
て
き
た
。
一

層
の
効
率
化
の
た
め
、新
会
社
を
設
立
し
、

審
査
部
が
担
当
し
て
い
た
不
動
産
評
価
や

決
算
デ
ー
タ
入
力
業
務
も
任
せ
る
。
宅
間

憲
二
前
常
務
理
事
が
社
長
に
、
竹
内
康
人

前
経
営
企
画
部
長
が
取
締
役
総
務
部
長
に

就
任
。
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
で
、
従

業
員
は
、
為
替
・
受
託
の
業
務
一
部
（
二

六
人
）、
預
金
・
融
資
の
業
務
二
部（
二
一

人
）、
総
務
部
（
四
人
）
の
計
五
一
人
で
、

大
半
は
二
〇
〜
五
〇
歳
代
の
事
務
本
部
か

ら
の
出
向
や
転
籍
。
今
後
は
、
同
金
庫
の

定
年
退
職
者
の
再
雇
用
や
雇
用
延
長
の
受

け
皿
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い
る
。

呉
信
金
で
は
０
５
年
４
月
に
新
営
業
体

制
を
導
入
し
、
時
間
延
長
の
ほ
か
、
法
人

営
業
課
を
本
店
営
業
部
と
広
中
央
支
店
に

設
置
す
る
な
ど
の
改
革
を
進
め
て
き
た
。

０
５
年
５
月
に
新
築
移
転
し
た
宮
原
支
店

や
、
９
月
の
畑
支
店
な
ど
を
カ
ウ
ン
タ
ー

の
な
い
店
舗
に
改
装
。
事
務
部
門
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
人
員
を
店
頭
セ
ー
ル
ス

に
配
置
す
る
。

同
金
庫
の
子
会
社
は
、
メ
ー
ル
運
行
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
管
理
な
ど
の
「
く
れ
し
ん
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ー
ビ
ス
�株
」（
１
９
８
６
年
設
立
）と

不
動
産
賃
貸
や
清
掃
業
務
の
「
�株
く
れ
し

ん
ビ
ル
」（
４
８
年
設
立
）が
あ
り
、三
社
目
。

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
、
経
費
支
払

い
事
務
や
出
納
補
助
な
ど
業
務
委
託
の
追

加
も
予
定
し
て
い
る
。

▽
�株
も
み
じ
銀
行
は
、
水
産
物
卸
売
業
の

�株
イ
ノ
ク
チ
（
西
区
草
津
港
一
丁
目
八
―

一
、
井
野
口
良
平
社
長
）
が
３
月
２７
日
発

行
し
た
第
一
回
無
担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万

円
（
期
間
三
年
）
を
受
託
し
た
。

▽
�財
ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所
は
５
月
２３
日

午
後
２
時
か
ら
、ひ
ろ
し
ま
ハ
イ
ビ
ル
２１（
中

区
）で
公
開
セ
ミ
ナ
ー「
２
０
０
９
年
５
月

ま
で
に
、『
裁
判
員
制
度
』が
開
始
〜
企
業
が

対
応
す
べ
き
こ
と
〜
」を
開
く
。広
島
地
検
の

佐
藤
洋
志
総
務
部
長
が
「
企
業
の
不
祥
事

か
ら
学
ぶ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確

立
」、広
島
地
裁
刑
事
部
の
細
田
啓
介
裁
判

官
が「
裁
判
員
制
度
の
概
要
と
企
業
へ
の
お

願
い
」を
講
演
。入
場
無
料
。ま
た
、１７
日
午

前
１０
時
か
ら
は
、ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー「
明

日
か
ら
の
営
業
に
生
か
せ
る
！
成
果
を
生

み
出
す
交
渉
力
」
を
開
く
。
非
会
員
二
万

四
〇
〇
〇
円
。
�電
二
四
七
―
四
八
七
三
。

Ａ
子
さ
ん
「
私
、

昔
は
夏
に
な
っ
た

ら
毎
年
コ
ン
ガ
リ

と
身
体
を
焼
い
て

た
の
。
小
麦
色
の

肌
が
素
敵
だ
っ
て
男
の
人
に
よ
く
言
わ
れ

た
わ
。
で
も
Ｕ
Ｖ
（
紫
外
線
）
の
こ
と
を

知
っ
て
ピ
タ
っ
と
や
め
た
の
」

Ｂ
美
さ
ん
「
そ
れ
は
正
解
よ
。
皮
膚
が
ん

に
な
る
わ
よ
。
外
国
の
人
っ
て
バ
カ
ン
ス

と
か
で
体
焼
く
で
し
ょ
。
だ
か
ら
皮
膚
が

ん
に
な
り
や
す
い
の
」

Ａ
子
さ
ん
「
そ
う
言
え
ば
Ｕ
Ｖ
で
目
が
見

え
な
く
な
る
っ
て
知
っ
て
る
？
」

Ｂ
美
さ
ん
「
知
っ
て
る
、
知
っ
て
る
。
白

内
障
に
な
る
ん
で
し
ょ
？
」

彼
女
た
ち
、
Ｕ
Ｖ
の
こ
と
を
な
か
な
か

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｖ
と
皮
膚
が
ん

の
関
係
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
有
名
で
す

が
、
最
近
は
白
内
障
の
こ
と
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。白
内
障
に
な
る
と
徐
々

に
視
力
が
低
下
し
、
進
行
す
る
と
手
術
を

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
以
外
に

も
、
黒
目
の
中
に
白
目
が
入
り
こ
ん
で
く

る
翼
状
片
や
、
と
て
も
痛
い
角
膜
炎
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
大
気
中
の
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
に
よ
り
地
球
上
に
届
く
Ｕ
Ｖ

が
増
加
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
病
気
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん
「
で
も
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す

る
フ
ロ
ン
は
全
廃
に
な
っ
た
か
ら
も
う
大

丈
夫
で
し
ょ
？
」

Ｂ
美
さ
ん
「
そ
う
言
え
ば
そ
う
よ
ね
？
」

今
か
ら
約
一
〇
年
前
に
先
進
国
で
は
フ

ロ
ン
の
生
産
が
全
廃
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

オ
ゾ
ン
層
の
状
態
は
現
時
点
で
も
不
安
定

で
、
以
前
の
状
態
に
戻
る
に
は
ま
だ
一
〇

年
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｖ
か
ら
目
を
守
る
た
め
に
は
Ｕ
Ｖ
カ

ッ
ト
付
き
サ
ン
グ
ラ
ス
が
有
用
で
す
が
、

レ
ン
ズ
の
色
に
も
一
考
が
必
要
で
す
。
レ

ン
ズ
の
色
で
い
ろ
い
ろ
な
光
学
的
な
特
性

が
あ
る
か
ら
で
す
。
Ｕ
Ｖ
の
話
か
ら
少
し

は
ず
れ
ま
す
が
、
可
視
光
線
の
中
で
も
低

波
長
の
光
は
目
の
網
膜
に
悪
影
響
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
黄
色
や
茶
色
の

レ
ン
ズ
が
有
効
で
す
。
な
か
で
も
黄
色
の

レ
ン
ズ
は
、
眩
し
さ
を
抑
え
、
ま
た
濃
い

色
の
レ
ン
ズ
に
し
て
も
見
え
方
が
悪
く
な

ら
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん「
え
ー
、
で
も
黄
色
は
や
だ
な
。

私
は
長
い
つ
け
ま
つ
毛

を
し
て
る
か
ら
、
そ
れ

で
Ｕ
Ｖ
を
防
げ
な
い
か

し
ら
？
」

そ
れ
は
無
理
だ
と
思

い
ま
す
（
笑
）。

教
え
て
�
Ｕ
Ｖ
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事務処理会社設立で相談業務強化
定年者の継続雇用の受け皿も目的
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